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実践報告 ページ上部に印刷業者が飾りを入れるのでこの 2 行の余白をカットしないこと 
 






筆者は 2018 年 4 月～2019 年 4 月の一年間、オーストラリアの Melbourne Grammar 







オーストラリアの日本語教育 Melbourne Grammar School ティーチング・アシスタ
ント VCE 個別会話練習 日本語 TA ビリーフ 
1．はじめに 
筆者は 2017 年 9 月～2018 年 6 月までの 10 か月間、カナダの高校でティーチングアシ
スタント（以下、TA）として勤務し、その後 2018 年 4 月～2019 年 4 月までの一年間、








自身の日本語 TA としてのビリーフの変容を考察するという順序で展開していく。 
1.1 MGS および日本語クラスの概要 
オーストラリア・ヴィクトリア州メルボルンにある MGS は、私立の小中高一貫校で、
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呼ばれ、7 年生と 8 年生が在籍し、高校は Senior School と呼ばれ、9 年生から 12 年生ま




て、半日ほど勤務した。Senior School の生徒数は約 800 名、Wadhurst の生徒数は約 350
名で、そのうち日本語を履修している生徒は、Senior School が約 80 名、Wadhurst が約
65 名であった（筆者派遣時）。普段は Senior School の LOTE（Languages Other Than 
English）部門の職員室および日本語の教室、個別会話練習の教室にて業務を行った。
Senior School のメインティーチャーはオーストラリア人の学科主任の先生と日本人の先
生の 2 名、Wadhurst のメインティーチャーは日系二世の先生 1 名である。筆者が派遣さ
れた一年間のうち、教育実習生が Senior School は 1 名、Wadhurst は 2 名、教育実習を
行った。 
日本語科目履修者数やクラス編成は学期、年度ごとに変動があり、筆者在籍時の 4 月～
12 月は 7 年生 2 クラス、8 年生 2 クラス、9 年生 2 クラス、10 年生 1 クラス、11 年生 1
クラス、12 年生 2 クラス、1 月～4 月は 7 年生 2 クラス、8 年生 2 クラス、9 年生 2 クラ
ス、10 年生 2 クラス、11 年生 1 クラス、12 年生 1 クラスであった。 
Wadhurst では日系二世の先生が 7 年生、8 年生を担当し、Obento Deluxe と付属のワー
クブックの他、先生自身で作成したプリント等の補助教材を用いて授業を行った。Senior 
School では日本人の先生が 9 年生を担当し、主に先生自身で作成したテキストやプリント
を用いた他、Obento Deluxe を補助教材のような位置づけとし、授業を行った。10～12
年生はオーストラリア人の学科主任の先生が担当し、10 年生は Obento Supreme と付属
のワークブックの他、先生自身が作成したプリントやパワーポイントなどの補助教材を用
いて授業を行った。11～12 年生は Obento Supreme の他に、Wakatta と付属のワークブッ
ク、先生自身が作成したプリントやパワーポイントなどの補助教材を用いて授業を行った。 
MGS での外国語科目は、7～10 年生までは選択必修科目だが、11 年生からは選択科目
となり、必修科目ではなくなる。そのため生徒の学年によって、学習動機や意欲に差が見
受けられるのが特徴である。 
1.2 MGS における TA の仕事内容 
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MGS における TA の仕事内容は、主に個別会話練習である。7～9 年生は、主に授業内
容の定着と期末試験に組み込まれている会話試験のために会話練習を行う。12 年生は
VCE の会話試験があるので、それに向けて 10 年生頃から試験を意識した会話練習を始め
る。 
Wadhurst での個別会話練習は授業中に行われ、生徒が 2 人ずつペアになって、筆者の
いる空き教室（その日によって空いている教室が違うため、固定ではない）に来るという
ものである。内容としては筆者の質問に答える形で、自己紹介、日付、曜日、週末の予定
を約 5 分程度で交互に話し、計 10 分以内に収め、次のペアを呼びに行くという流れであ
る。実際の接触場面に近づけたコミュニケーションというよりも、授業の中で習った内容
を定着させるためのアウトプットの場という位置づけに近い。 
Senior School での個別会話練習も、9 年生～11 年生は主に授業中に行う。9 年生は 7、
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屋の説明などを筆者の質問に答える形で行い、約 5 分程度で交互に話し、計 10 分以内で






がこの学年での会話練習である。時間としては大体 15 分から 20 分程度練習し、トピック
シートに沿った質問に口頭で答えた後、答えを書き入れ、次の生徒を呼びに行くという流
れである。 
11 年生は 10 年生で使用する会話練習用のトピックシートが複雑になり、項目も増え、
VCE をより意識した内容となる。トピックシートに沿った質問に答えることはもちろんだ
が、トピックシートに載っていないことを質問された際も、習ったことを駆使して柔軟に
対応することが求められる。10 年生と同様に時間としては大体 15 分から 20 分程度練習
し、口頭で質問に答えた後、答えを書き入れ、次の生徒を呼びに行く。 







一週間における個別会話練習の割合としては、12 年生が 7 割を占め、残りの 2 割が 11
年生と 10 年生、そして 1 割を 9～7 年生で按分という状況であり、大半の時間は 12 年生





























































































































（うつみ れな 早稲田大学大学院日本語教育研究科・修士課程修了） 
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